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『ご当地グルメ誕生の秘密』 宇田川 勝司／著 ベレ出版

現代にまで至る歴史の流れの中で、人々の創意工夫の積み重ねにより誕生した
「ご当地グルメ」。そのラインナップは土地ごとの郷土料理や特産品、銘菓やＢ
級グルメまで実に多様です。お土産で頂いたり、旅先や旅行番組、旅行情報誌で
見たあの食べ物がどうしてその商品名なのか？ なぜこの材料を使用しているの
か？ どのようにして全国にまでその名前が知られるようになったのか？ そう
いった意味や由来について、カラー写真と共に簡潔にまとめられ紹介されていま
す。「食に歴史あり」と思わせてくれる一冊です。（尚）

『なんじ なんぷん なんのじかん？』 きど まや/作・絵 ひかりのくに

ネコのチックとタックの1日は7時7分、7つ目の目覚まし時計の音から始まります。
9時30分から公園でハーフマラソン大会へ。昼の3時は三段アイスでおやつの時間、
夜の6時は66個のコロッケを食べる晩御飯の時間、夜中の12時は…。時間を追っ
て進むチックとタックの1日は、遊び心あふれる言葉とイラストによって口に出し
て何度も読み返したくなるようなワクワクする出来事ばかりです。この本では最初
に時計の見方も教えてくれるので、時間や数字の感覚について楽しみながら学ぶこ
とができます。生活の中で、ふと時計を見る回数が増えてしまいそうになる1冊で
す。（ふ）

龍神・中辺路・大塔・本宮の各分室では、本館の本の取寄せもできますので、ぜひお気軽にご利用ください。
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閉館時の本の返却は、たなべる入口右側の「返却ポスト」をご利用ください。

※龍神・中辺路・大塔・本宮の各教育事務所内に田辺市立図書館の分室があり、本の閲覧や貸出し

などができます。開館日や開館時間は、本館とは異なりますので、ご注意下さい。

★おはなしタイム★ おはなしや絵本の時間です。
第１・２・３・４土曜日
日時：６月７日（担当：図書館ボランティア）

６月１４日（担当：マメ子おはなし会）
６月２１日（担当：中辺路ひまわり）
６月２８日（担当：縷るル読み聞かせ隊）
１１：００ ～ １１：３０

対象：４歳くらいから

☆ひよこタイム・こぐまタイム☆
「あかちゃんえほん」や「わらべうた」の時間です。

日時：６月 :４日（水） ひよこ １１：００ ～ １１：２０
６月18日（水） ひよこ １１：００ ～ １１：２０

:こぐま １１：３０ ～ １２：００
対象：ひよこタイムは、０～１才くらいの赤ちゃんと保護者の方

こぐまタイムは、２才～と保護者の方
担当：職員

『いちごになりました』
鬼頭 祈／作
福音館書店

５月の「おはなしのへや」活動日誌

『どのはな いちばん すきな はな？』
いしげ まりこ／作
わきさか かつじ／絵
福音館書店

『くっついた』
三浦 太郎／作・絵
こぐま社

★おはなし会★ おはなしや絵本の時間です。
毎週日曜日
日時：６月１日/８日/15日/22日/29日

１１：００ ～ １１：３０
対象：４歳くらいから
担当：職員

おはなしタイム、おはなし会、ひよこタイム・こぐまタイムでは
こんな本を読みました。



５月２７日は「百人一首の日」です。和歌の名手た
ちが詠んだ想いや景色を味わったり、実際にかるた取
りに挑戦したりしてみませんか。

また、６月に入ると「雨の季節」が近づくころです。
雨の日を楽しめる本や、大雨災害の備えに役立つ本な
ど、「雨」に関連した本を集めました。

今回は、この二つのテーマの本を特集・展示します。
これらの本でおうち時間を楽しんでみるのはいかがで
しょうか。
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（世界名作アニメーション)
「ハーメルンの笛吹き男」

日時：６月21日（土）
午後2時～午後2時50分

場所：たなべる２階大会議室
定員：30名(先着順) ※申込み不要

『水彩画サークル作品展』
世話人:佐々木みどり ほか

期間:５月29日(金)～６月25日(水)

過去２ヶ月の貸出しベスト５です。
館内のＯＰＡＣ（蔵書検索機）でもご覧いただけます。

1.『架空犯』 東野圭吾//著 幻冬舎
2.『禁忌の子 We were born』 山口未桜//著 東京創元社
3.『藍を継ぐ海』 伊与原新//著 新潮社
4.『恋とか愛とかやさしさなら』 一穂ミチ//著 小学館
4.『ブラックショーマンと覚醒する女たち』 東野圭吾//著 光文社
4.『成瀬は天下を取りにいく』 宮島未奈//著 新潮社

梅しごととは、収穫された梅を5月下旬から7月にか
けて、梅干しや梅シロップなど保存がきくようにする、
1年を通して梅を楽しむための行事です。梅や梅しご
とについての本、梅干しや梅シロップを使ったアレン
ジレシピが掲載されている本もたくさんあります。ぜ
ひ年に1度の梅しごとの時期を楽しみましょう。

図書館で借りられる
「うめ」の本はこちら！

（一般書）

『すごい梅干し効くレシピ』 主婦の友社//編
『良いこと続々！梅パワー』 宇都宮洋才//監修
『やさしい梅しごと』 福光佳奈子//著
『梅おばあちゃんの贈りもの』 乗松祥子/著
『育てて楽しむウメ百科』 三輪正幸/著

などなど

（児童書）

『はじめての梅しごと』 高野紀子/作
『パンダの梅やさん』 とみたしょうご//作
『うめぼしさんのうた』 ましませつこ//絵
『うめぼし』 辰巳芳子//料理 ほか
『うめぼしリモコン』 まどみちお//詩 ほか

などなど

“梅しごとの季節”

『楽器の日』
どの楽器がすき?
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